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病院内の電磁環境測定：放射電磁界について 
○澤樹 誠 1)、圓山 雄一郎 2) 

アイコム株式会社 1) ネット機器事業部、2) CS 部カスタマーサービス課  
 

１． はじめに 
 近年、コンピューターネットワークの

通信媒体として無線 LAN の活用が急速

に伸びている。 
無線 LAN や Wi-Fi という言葉が一般的

に使われるようになり、企業のオフィス

や家庭での利用が一般的になり、医療機

関での導入もさかんに行われている。 
その結果、病院内の医療情報システム

の一部として無線 LAN を利用しようと

した場合に、電波干渉が問題となる事例

が増えてきた。 
本稿では無線 LAN の電波干渉問題を

回避するために行う種々の調査および測

定方法について解説する。 
 
２．電波干渉の種類 
通信障害につながる無線 LAN の電波

干渉は、無線 LAN 同士の干渉と無線 LAN
以外との干渉に大きく分けられる。さら

に無線 LAN 同士の干渉は、同一チャンネ

ル干渉と隣接チャンネル干渉とに分けら

れる。また管理面でいえば、無線 LAN 同

士の干渉は自システムと他者システムと

に分けられる。 
無線 LAN 同士で同一チャンネルの干

渉の場合は CSMA/CA が有効に機能する

ことで帯域が案分される程度の影響にと

どまるが、無線 LAN 以外との干渉や無線

LAN の隣接チャンネル干渉の場合は、無

線 LAN パケットのコリジョンが発生す

るため通信障害を引き起こす可能性が高

い。 
なお、すでによく知られているとおり

隣接チャンネル干渉は 2.4GHz 帯無線

LAN のみで発生する現象である。 
 

３．目的による電波強度測定法の相違 
 測定を行う目的によって、使用する機

器や測定方法は異なる。 

 ・無線 LAN の新規導入の場合 
 無線 LAN アクセスポイントの発する

電波（ビーコン）がどこまで届くのかを

測るサイトサーベイが一般的である。無

線 LAN アナライザを用い、あらかじめ規

定したしきい値を下限として、使用エリ

アをくまなく測定する。 
 

 
図１．無線ＬＡＮアナライザ 

 
 なお、しきい値は端末側の通信性能や

運用するシステムによって最適値が異な

るため、事前に接続検証を行う。 
 ・無線 LAN の追加導入の場合 
 新規導入の場合と同様にサイトサーベ

イを行うが、近接する既設の無線 LAN の

チャンネルや到達範囲も併せて調査する

必要がある。 
 ・周辺からの外乱調査の場合 
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 無線 LAN アナライザでは無線 LAN 以

外の外乱は検出できないため、スペクト

ラムアナライザと無指向性アンテナを用

いて目的の周波数帯を測定する。無線通

信の変調方式によって特徴的な波形が異

なるため、検出した外乱の変調方式（≒

機器の概要）を推定することができる。 
 また外乱電波は常時出ているとは限ら

ないため、測定時間や期間を長くとるほ

ど結果の信頼性が高くなる。 
 ・電磁ノイズ源の特定 
 スペクトラムアナライザと指向性（な

るべく鋭い指向性を持つ）アンテナを用

いて受信強度をリアルタイムで確認しな

がら探索する。ただしノイズ源は第三者

の所有物である場合も多く、特定は困難

となる場合が多い。特に 2.4GHz 帯の電波

は ISM バンドであり、無線 LAN は不特

定多数の利用者間での周波数共用が原則

となっており、第三者に対する排除（周

波数の占有）はできない。 
 ・不正 AP の特定 
 スペクトラムアナライザや無線 LAN
アナライザを用いて電波強度を測定する

ことで大まかな送信出力を把握すること

ができる。またスペクトラムアナライザ

を用いて波形を観察することで占有周波

数帯域幅を把握することができる。これ

らの電気的スペック（標準規格）が満足

されているかどうかは大まかに把握する

ことができる。 
 また運用管理の観点で、管理者が管理

外の AP を特定するためには、Wi-Fi ス

キャナーや無線キャプチャー等のアプリ

ケーションを用いて、MAC アドレス情報

を取得する必要がある。 
 
 ・通信障害の調査 
 障害が発生する要因は多岐にわたる。 
これまで述べてきた手法を用いてこれら

の要因を絞り込み、切り分けを行う。 
 
 
 

表１ 通信障害の主要因 

 ・電波到達範囲が不十分 
 ・無線 LAN 同士の電波干渉 
 ・外乱ノイズ 
 ・機器個別の問題 
 ・AP と端末を含めた機器の組合せ 
 ・有線 LAN 側の障害 
  
４．測定時の注意点 
無線 LAN アナライザは、無線 LAN の

電波のみしか検知できないため、特に

2.4GHz 帯の外乱調査を行う際にはスペ

クトラムアナライザを用いる。 
 通信機器の変調方式によってスペクト

ラムアナライザに表示される波形が異な

るため、各種変調方式の波形をあらかじ

め把握しておく必要がある。 
  
５．測定の例 
事例として A 病院における外乱ノイズ

の障害調査いついて解説する。 
(背景) 
Ａ病院は副都心に位置する病院で近隣

はマンションが多数存在する立地環境。 
 ユーザー様の障害申告内容は３階の一

部と４階で無線 LAN が繋がり難く通信

速度が遅いとの事で、構築時には問題な

く使用できていたとの事。 
 導入時に構築を実施した業者が有線

LAN側の障害調査を行ったが異常は見当

たらず、電波障害の可能性が高いと判断

し、障害原因の調査と対処について弊社

に依頼があり実施した。 
(調査内容) 
 調査は障害が発生している場所と発生

していない場所の双方で無線 LAN アナ

ライザでの測定と、スペクトラムアナラ

イザによる波形測定をおこなった。 
(結果) 
無線 LAN アナライザでの測定結果で

は障害が発生していない場所でも、院内

に設置されている以外の無線ＬＡＮアク

セスポイントのビーコンを確認できた。

電波強度を確認する限り病院外からの到
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来と推測された。 
院内で設置している無線 LAN アクセ

スポイント同士が干渉しやすい位置であ

りながら隣接チャンネルで設定されてい

ることも確認された。 
続いてスペクトラムアナライザの波形

を確認すると障害が発生している場所で

は障害が発生していない場所とは異なり

櫛形の波形が確認された。 

 
図２．障害が発生していない場所の波形 

 

 
図３．障害が発生している場所の波形 

 
このような波形はＦＨ変調方式の機器

が発する電波の特徴で 2.4GHzIMSバンド

ではデジタルコードレス電話機やイン

ターホン、ワイヤレスカメラに使用され

ている無線部のものと推測される。 
(対策) 
病院内ではこれらの無線機器の使用が

無いこと、隣接するマンションに近い場

所でより強い電波を観測できることから、

一般家庭で使用されているコードレスホ

ン等の外乱電波との混信により院内の無

線 LAN が接続不良の原因と特定したが、

前述の通り排除は難しいため、対処とし

ては 5GHz 帯への設定変更を推奨し依頼

元に報告を行った。 
 

６．まとめ 
 2.4GHz 帯は様々な機器が利用する周

波数であるため電波干渉による通信障害

が発生する場合がある。 
通信障害の要因切り分けを速やかに行

うには、想定される要因の有無を段階的

に確認し、適切な測定方法で電波測定を

実施する。 
障害の未発生時の状況と障害発生時の

状況を比較して要因の特定を行い効果的

な対処を検討する。 


